
Waste Liquid Application System

本システムは、廃液処理申請をオンライン上で行うことで

申請処理の簡略化を図るものです。申請データはシステム上に

保存され、過去の処理データをいつでも参照することができ、

処理申請データ等の保管・管理の手間を無くして、ユーザーの

利便性を高めます。
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システム概要
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

システム操作画面の例

これはシステム操作画面の一例です。PCのインターネットブラウザ画面上

で操作を行います。画面左のメニューで基本操作を行い、右側のエリアに
現在の受付状況などが表示されます。
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

ユーザー（研究分野）が行う操作

 廃液処理の新規申請

 現在申請中の申請データの編集・削除

 過去の申請データの閲覧

 ログインパスワードの再設定

このオンライン廃液処理申請システムでユーザーが行う操作は上記の通り
です。機能を最小限として、簡単に操作できるようになっています。
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

実行環境
本オンラインシステムの使用に必要な環境は以下の通りです。

 ネットワークに接続されたPCのインターネッ
トブラウザ上で操作を行います。

 Windows環境では Edge, Chromeブラウザで動
作確認済みです。

 mac OS (Mac OS X)環境ではSafariブラウザで
動作確認済みです。

 Javascriptを有効にしてください。
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

システムトップページ

廃液処理に関連する、センターからの
お知らせがあればここに表示されます

ログイン画面へのリンク
これをクリックする

システムのトップページには廃液処理に関連する環境科学センターからのお
知らせが表示されます。例えば今後の申請受付予定や、システムのメンテナ
ンス予定などです。各研究分野ユーザーはこちらのログイン画面へのリンク
をクリックして、ログイン画面に移動します。
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ログイン画面

研究分野ごとのログインIDとパスワードを
入力し、ログインボタンをクリックする

各ユーザーはログインIDとパスワードを入力し、ログインボタンを押
すことで、システムにログインします。
トップページに戻る時にはリンクボタンをクリックしてください。

これをクリックすれば
トップページに戻る
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研究分野トップページ

各種操作画面へのリンク

各廃液処理申請へのリンク

処理申請のご案内

各研究分野のトップページの例です。ここには現在行われている申請受付の
情報が表示されます。有機・無機廃液の処理申請は上部のリンクから、パス
ワード管理やログアウトの作業は画面左の操作メニューから行います。
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ログインパスワードの設定

パスワード管理画面ではログインパスワードの再設定を行うことが出来ます。パスワードに
使うことが出来る文字は、半角の英数文字と記号で、8文字以上、255文字までの長さで設定

してください。安全のため、短くて覚えにくいパスワードより、長くて自分が覚えやすいパ
スフレーズを使用することをお勧めします。二つの入力欄に同じパスワード／パスフレーズ
を入力し、更新ボタンを押すとパスワードが更新されます。 9



京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

システムからのログアウト

データの入力等が済んだらシステムからログアウトします。画面左のメニュー
からログアウトを選択、クリックしてください。確認のメッセージが表示され
ますので、OK押してログアウトします。ログアウトするとシステムのトップ
ページに戻ります。 10



有機廃液処理申請
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新規処理申し込み
をクリックし申込画面へ移動

有機廃液処理トップページ

これが有機廃液処理申請の各
研究分野のトップページです。
左の操作メニューを選び、検
索を行うことで、現在申請中
または過去に申請した処理依
頼廃液データの一覧が表示さ
れます（詳細は後で説明しま
す）。

新規に処理を申請する時は、
「新規処理申し込み」ボタン
をクリックします。
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廃液処理申請システム

新規有機廃液処理申請ページ

新規処理申請のページです。
表示されているのは上部の一
部のみでこの下に入力フォー
ムが続きます。

この画面でタンクごとに廃液
データを入力していき、末尾
に表示される保存ボタンをク
リックすることで申請を行い
ます。

「有機廃液の分類」「有害物
質」「低沸点溶媒」の入力で
は黄色のアイコン にマウ

スオーバーすると、ポップ
アップで説明が表示されます
ので、随時参照してください。

黄色のアイコンにマウスポインタを
合わせると、ポップアップで説明が
表示されます
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 入力内容

1. 容量（L）＊
2.  有機廃液の分類
3.  主たる内容物の構成＊
4.  有害物質
5.  低沸点溶媒
6.  密度（g/㎝3）
7.  pH（6以上）
8.  硫黄含有量（％）
9.  塩素含有量（％）
10.可燃性
11.前処理担当者の所見
12.排出責任者名
13.E-mail

14.電話番号
15.前処理担当者氏名
16.所管（経理分野）
17.財源（経理分野）
18.目的（経理分野）
19.実験名
20.その他

処理申請時に入力

混入している場合は
必ず記入する

処理申請時または前処理時
に試験・分析を行い入力

処理申請時に入力

学生実験の場合、実験名を入力

入力項目は左記の20項目で
す。1～5項及び12～19項に

ついては事前の入力をお願
いします。

＊を付した「容量」と「主
たる内容物の構成」は必須
入力項目です。入力してい
ないとエラーとなり、デー
タを保存することができま
せん。

「有機廃液の分類」「有害
物質」「低沸点溶媒」につ
いては次のページで説明し
ます。
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注）混乱を避けるため、学生実験のアカウント
を取得することを推奨します。
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有機廃液の分類（8分類）

 可燃性有機廃液

 可燃性有機廃液（有害物質含有）

 不燃性有機廃液

 不燃性有機廃液（有害物質含有）

 高ハロゲン系有機廃液

 オイル類

 写真廃液

 混合不可の廃液

高反応性廃液、二層分離廃液などは「混合不可の廃液」に分類します。

データ入力時、分類はプルダウンメニューから選択します。

次に説明する指定有害物質
が含まれる場合は少量でも
有害物質含有に分類します。

塩素濃度が10%以上になる時は
高ハロゲンに分類します。

動植物油／機械油／シリコンオイルな
どは「オイル類」に分類します。

15



京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

 クロロホルム
 トリクロロエチレン
 テトラクロロエチレン
 ジクロロメタン
 四塩化炭素
 1,2-ジクロロエタン
 1,1-ジクロロエチレン
 シス-1,2-ジクロロエチレン
 1,1,1-トリクロロエタン

 1,1,2-トリクロロエタン
 1,3-ジクロロプロペン
 チウラム
 シマジン
 チオベンカルブ
 ベンゼン
 セレン
 1,4-ジオキサン

有害物質(17物質)について

本システムでは、クロロホルム及び法令で定められる特別有害産業廃棄物に該
当する16物質を合わせた上記の17物質を有害物質として扱います。

これらの物質が少しでも含まれる場合、廃液の分類は「有害物質含有」となり
ます。ただし、塩素濃度が10％を超える場合は、高ハロゲン分類として一括
で扱いますので注意して下さい。
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低沸点溶媒（4物質）

 ジエチルエーテル

 二硫化炭素

 アセトアルデヒド

 酸化プロピレン

本システムでは、消防法に定められる「危険物第四類特殊引火物」に該当す
る上記4物質を低沸点溶媒として扱います。

これらはいずれも引火点が低い物質で、扱う際に特に注意を払う必要がある
ものです。
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 新規処理申し込みページ（入力例）

左に入力例を示します。

有害物質であるベンゼンが
廃液に含まれる場合、廃液
の分類を「有害物質含有」
とし、有害物質入力欄に物
質名ベンゼンを記入します。

低沸点溶媒であるジエチル
エーテルが含まれる場合は、
低沸点溶媒入力欄に物質名
ジエチルエーテルを記入し
ます。
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無機廃液処理申請
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 無機廃液処理トップページ

新規処理申し込み
をクリックし申込画面へ移動

これが無機廃液処理申請の各研究
分野のトップページです。左の操
作メニューを選び、検索を行うこ
とで、現在申請中または過去に申
請した処理依頼廃液データの一覧
が表示されます（詳細は後で説明
します）。

新規に処理を申請する時は、「新
規処理申し込み」ボタンをクリッ
クします。
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新規無機廃液処理申請ページ

新規処理申請のページです。
表示されているのは上部の一
部のみでこの下に入力フォー
ムが続きます。

この画面でタンクごとに廃液
データを入力していき、末尾
に表示される保存ボタンをク
リックすることで申請を行い
ます。
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入力内容

1. 無機廃液の分類＊

2. 容量（L)＊
3. 内容物と濃度(mg/L)＊

4. pH＊

5. 備考

6.  排出責任者名
7.  E-mail

8.  電話番号
9.  前処理担当者氏名
10.所管（経理分野）
11.財源（経理分野）
12.目的（経理分野）
13.実験名
14.その他

「無機廃液の分類」は、６種類の分別区分とpH値に
よる区分を組み合わせた12分類となっています。

「分類時の注意」を参照して、該当するものを選ん
でください。

学生実験の場合、実験名を入力してください。

「備考欄」には、取り扱い上注意する点を記入する他、

「有害金属含有廃液」の場合は含有する有害金属の元素記号、
「シアン含有廃液」の場合は含有するシアン化合物の化学式
を必ず記入してください。

「pH」は申請者が測定して、必ず入力してください。

入力項目は、左記の14項目です。

＊を付した1.～4.は必須入力項目です。入力し

ていないとエラーとなり、申請を完了すること
ができません。
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注）混乱を避けるため、学生実験のアカウント
を取得することを推奨します。
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無機廃液は、下の表に示すように、Ⅰ～Ⅵの廃液区分と液性による区分を
組み合わせた12種類に分類します。

分類する時の注意事項は申請画面に示されているので、必ず参照してください。

23

廃液区分 液性による区分

Ⅰ有害重金属含有廃液 Ⅰ-1酸性 Ⅰ-2アルカリ性

Ⅱ一般重金属含有廃液 Ⅱ-1強酸性 Ⅱ-2強アルカリ性 Ⅱ-3酸性 Ⅱ-4アルカリ性

Ⅲ無機酸廃液 Ⅲ-1強酸性 Ⅲ-2酸性

Ⅳ無機アルカリ廃液 Ⅳ-1強アルカリ性 Ⅳ-2アルカリ性

Ⅴシアン含有廃液 有害な青酸ガスの発生を避けるため、すべてpH10以上に調整する

Ⅵ水銀含有廃液 (液性による分類は不要)）

無機廃液の分類

強酸性…pH2以下、強アルカリ性…pH12.5以上



申請システム共通事項
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 現在申請中の処理依頼の確認と編集

申請済のデータの確認や修正、
有機廃液前処理・分析後の追
加データの入力など、入力済
の申請データを編集する場合
は、各廃液処理のトップペー
ジを開き、左の項目から「現
在申請中の処理依頼」を選び
ます。

すべてのデータを表示する場
合はこのまま「検索」ボタン
をクリックします。表示対象
を限定する場合は検索条件を
入力または選択してから「検
索」ボタンをクリックします。
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右の画面は有機廃液処理の現
在申請中のデータの検索画面
です。
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現在申請中の処理依頼の確認と編集

「検索」ボタンをクリックすると、その下に現在申請中の申請データが表示されます。
申請データは申請日が新しいものが上に並ぶように表示されます。テーブルヘッダの青
字になっている項目（「排出責任者名」「廃液分類」）をクリックすると、それぞれで
ソートされます。

各申請データの内容を確認したい場合は「整理番号」を、申請内容を追記・修正したい
場合は「編集」をクリックします。

申請内容の追記や修正をしたい時は
「編集」をクリックします

申請内容を確認したい時は
「整理番号」をクリックします
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京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム

申請内容の詳細確認
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整理番号をクリックすると、このような詳細が
表示され、申請内容を確認することができます



京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 申請内容の編集画面
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「編集」をクリックすると、入力画面が表示さ
れ、申請データの追記・修正ができます。

データの追加・修正が済んだら、末尾の保存ボ
タンをクリックしてデータを更新・保存します。

「処理状況」が「申請中」とあるものに限り、
上部の削除ボタンを使って申請を取り消して削
除することができます。
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廃液処理申請システム 「処理状況」とデータの削除・編集について

申請中データの一覧には「処理状況」が記されています。
新規申請したデータの処理状況は自動的に「申請中」となります。
その後は、処理の進捗状況に従ってシステム管理者が処理状況を更新します。

処理状況 状態

申請中 新規に処理申請を行った状態

申請済 申請期間が終了し、申請が確定した状態

前処理完了 【有機廃液】前処理後廃液データ入力を完了し、廃液データが確定した状態

処理中 廃液データが確定し、廃液がセンターに搬入された状態

処理終了 業者による処理が完了し、容器が返却された状態

容器未回収 返却された容器が研究分野に引き取られていない状態

完了 廃液容器が研究分野で引き取られ、処理がすべて終了した状態

廃液データの削除ができるのは「申請中」のみ。
データの追記・修正は「前処理完了」「処理中」以降はできません。 29



京都工芸繊維大学
廃液処理申請システム 過去の処理申請データの閲覧

過去に申請した廃液データ（2022年度以前の学内処理分を含む）を閲覧する場合は、各廃液処

理のトップページを開き、左の項目から「過去の申請データ閲覧」を選びます。すべてのデー
タを表示する場合はこのまま「検索」ボタンをクリックします。表示対象を限定する場合は検
索条件を入力または選択してから「検索」ボタンをクリックします。

表示された一覧の中から閲覧したい廃液の整理番号をクリックすることで、申請データの詳細
を閲覧することができます。 30

① 閲覧したい廃液処理を
選んでクリックします

② 「過去の処理デー
タ閲覧」をクリック
します

③ 必要な検索条件があれば入力し、
検索ボタンをクリックします


